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ここは，バプテスマという儀式を行う部屋です。
バプテスマとは，浄めの水の中へ象徴的に葬られ
生まれ変わり，新たな人として立ち上がる儀式です。
そのとき，キリストの教えに従おうと努めることを約束します。
神殿では，キリストを知らずに亡くなった先祖に代わって
儀式を行うことができます。

バプテスマ室

玄関ホール。右手の受付は「推薦状デスク」と呼ばれる。
神殿に入る人は，個人のふさわしさを証明する
「神殿推薦状」を提示して中へ進む

東京神殿のステンドグラスは
日本の伝統文様である
鱗文様がモチーフとなっている

背景の稔
1¿1®

る稲穂は，
イエス・キリストの教えを受け入れる
用意のできた人々を表している
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神殿で儀式を受ける人は
白い衣装を身に着けます。
これは，心の清さの
象徴であるとともに，
神の前ではすべての人が
平等であることを
表しています。

教えの部屋では，
神の愛と神の計画についてさらに深く学びます。
また，ここで神聖な約束，「聖

せい

約
やく

」を神様と交わします。
教えを守り，キリストのように人を愛し
徳高い生活を送ると。
それは　神様のもとへ帰る道しるべとなります。
約束を守って人生を歩むとき
喜びと心の安らぎを感じることができます。

神殿に参入した人は
ここで心静かに
儀式が始まるのを待ちます。

教えの部屋

礼拝堂

待合室
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ここは「日
ひ

の栄
さか

えの部屋」と呼ばれる特別な部屋です。
天の安らぎと美しさを表しています。
神殿で学び感じたことを思い巡らす静かな場所です。
自分の生活で最も大切なことについて考え，
神様の導きを求めるのです。

日の栄えの部屋

東京神殿の
日の栄えの部屋は
日本画の技法で
描かれた壁画に
彩られている



	 2 0 2 2 年 7 月 号 	 L7

ロ
ー
カ
ル
ペ
ー
ジ

この部屋では，結婚が執り行われます。
花嫁と花婿が聖壇にひざまずき
互いに手を取り
永遠にわたる結婚の誓いを交わします。
これは「結

むす

び固
かた

め」と呼ばれ
神殿における最高の祝福です。
ここではまた，親子を結ぶ儀式を行います。
神殿で結婚する夫婦の下に生まれるか　
養子縁組される子供たちも
家族として，永遠に一緒にいることができます。

結び固めの部屋

結婚の儀式の前に
新婦とその母親が準備をする部屋です。
ここで花嫁は清楚なドレスを身にまとい
結婚を行う部屋へ向かいます。

花嫁の部屋
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神の業とその栄光は
人々が不死不滅と永遠の生命を享受することにあります。
主の家である神殿は，光と希望の道しるべであり　
死後の生命に対するわたしたちの信仰の象徴であり
わたしたちと家族のための
永遠の生命への足がかりとなるものです。
神殿は，わたしたちの幸福のための神の計画の中で，
今も，そして永遠に，
神聖で不可欠なものなのです。

─末日聖徒イエス・キリスト教会 大管長 ラッセル・M・ネルソン
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